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rFチーム学校』実現事業｣が始まLJました!

学校教育課長　大川　淳

毎年､ A小学校の4年生は､校区内の商店街で職業体験を実施しています｡お店の方に指導していた

だきながら､商品を整頓する子やお店の外で大きな声を出して呼び込みをする子､ちらしを配布する子

など､どの子も一生懸命に働く姿が見られます｡また､ B中学校の1年生は､地域の方々と海岸や公園

の清掃をした後､一緒に｢すいとん｣を作って貴べ､交流を深めています｡このように､どの学校でも､

子どもたちが地域の方々と交流しながら生き生きと活動する姿が見られます｡

この目の前の子どもたちが大人になる頃は､変化が激しく予測が難しい不透明な社会になるだろうと

言われています｡その中で､たくましく生き抜いていくために必要な資質･能力の育成を目指して､文

部科学省は今年の3月に学習指導要領を改訂しました｡その中心となる考え方は､ ｢社会に開かれた教育

課程｣です｡その日的は､地域の人的･物的資源の活用や放課後･土曜日等における社会教育との連携

等により､学校と社会が協力して､子どもたらが､自らの人生を切り拓いていくための力を育むことに

あります｡

沼津市教育委員会は､平成20年に､ ｢沼津市教育基本構想｣を策定し､地域と学校との連携を中心に､

地域住民が総掛かりで子どもたちを育てる取組を進めてきました｡

例えば､沼津版キャリア教育｢沼津大志学習｣により､小中学生が学校内外の様々な人たちと関わり

ながら､自ら学び考える活動を行っています｡また､独自の教科｢言語科｣により､沼津の自然･文化

･産業･まらづくり等に触れることで生まれる｢なぜだろう｣ ｢どうすればよいのだろう｣という問いに

ついて､地域の様々な人たちとの交流を通して考え､最善の答えを導いていく学習に取り組んでいます｡

本年度は､多くの地域の万々に､支援員やボランティアとして学

校に入っていただいたり､校外で学習する児童生徒のサポートをし

ていただいたりすることにより､教職員と地域住民が一つのチーム

となって子どもたらを育てていく｢『チーム学校』実現事業｣を開始

しました｡

この｢チーム学校｣の輪を着実に広げていきたいと考えておりま

すので､これからも市民の皆様の御協力をよろしくお願いいたします0
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全種の^は等#し

沼津市立浮島中学校長　　B村　昭

私は日本の歴史に関心があり､日本史に関する書物を読むことが好

きです｡ 5月のある日､何気なく手にした｢名将の決断｣というシリ

ーズの雑誌を読んでいると､たいへん気になる言葉と出会いました｡

それは題名にもある｢全徳の人は得難し､一失あれば一徳あり｣と

いう言葉です｡意味は｢完聖な人間などいない｡悪いところもあれば､

良いところもある｡｣ということでしょう｡この言葉を述べたのは､

石上のイラストの人物､そうです､ ｢暴れん坊将軍｣ ｢米将軍｣とい

う異名で知られる江戸幕府の第8代将軍､徳川吉宗です｡

これはこの言葉から私が勝手に推測したことですが､吉宗はきっと｢欠点を直すことも大

切だが､それ以上に､長所に目を向け､それを引き出し､さらに伸ばしていくことがリーダ

ーの役目だ｡｣と考えていたのでしょう｡ ｢それができてこそ､組織の中で個人が生き､組織

としても大きな力を発揮できる｡｣と考えていたのでしょう｡その結果があの享保の改革に

つながっていったのだと思います｡

さて､子どもと接する際の我々大人はどうでしょうか?大人社会もそうだと思いますが､

日頃､他者と接している時､悪い点はすぐに[引こ留まります｡ ｢では､その人の良いところ

は何だろう?｣と視点を変えると､即答できない場面が多々あるのではないでしょうか｡小

学生にしろ中学生にしろ､短いかもしれませんが､ 6年から1 5年の人生があります｡それ

ぞれの子どもに育ってきた家庭環境や対人関係という過去があり､そこで背負ってきたもの､

背負わざるを得なかったものがあります｡そこに思いをはせ､その手に対する理解に努めた

上で接すること､その子ならではの良さは何かを常に意識して接することが､頬や教師など

の大人にとって､たいへん重要なことだと思います｡そんな大人の姿勢によって､一人一人

の子どもに寄り添った温かい関わりが生れ､よりよい人間関係づくりになるのではないでし

ょうか｡

実は､冒頭に紹介した言葉には続きがあります｡それは｢一善あ

れば一過は許すべきなり｡｣です｡ ｢一つ良いことをしたならば､

一つの失敗ぐらいは目をつぶるべきだ｡｣という意味でしょう｡不

思議なもので､人間は他人にはつい｢完聖｣を求めてしまいます｡

しかし､,自分自身も含め､ ｢完聖な人｣など存在しません.常に

｢完聖｣を求めずに､視野を大きく､おおらかな気持ちで様々な個

性を持つ子どもたらを､そのまま丸ごと受け入れる度量の広さの必

要性を痛感させられた言葉でした｡
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面接相萩

◎非行.不登校.発達.子育て.進路.対人関係など 

青少年に関する面接相談o 
◎相談および申し込み受付時間: 
午前9時～午後5時月～金曜日(祝祭日を除く) 
◎相談申し込み:TEL951-3440 

平成29年4･5･6月の状況

4･5･6月には新たに申し込みがあった17件(4月5件､ 5月5件､ 6月7件)香

含め､ 72件の相談に応じました｡

1　相談内容別新規相談件数

非行 儻96�｢�発達.子育て ��刋る4ｹ�ｲ�対人関係 定+ｸ,ﾉ�ﾂ�合計 

4月 ���4 ���○ ���1 迭�

5月 ��ｲ�5 ���0 ���0 迭�

6月 ��ｲ�4 �2�0 ���0 途�

2　相談対象音別新規相談件数

幼児 傅ﾈｧy�b�中学生 俘(ﾕｩ�b�少年 �ｩLｩ�ﾉ�ﾂ�合計 

4月 ��ｲ�2 �"�0 ���○ 迭�

5月 ���2 �"��1 ���0 迭�

6月 ��ｲ�1 迭�1 ���0 途�

3　今年度の新規相談受付状況

受付件数　17件　(前年同期　14件)

相談内容別
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4　4･5･6月の相談件数(新規及び継続)

性別 儖�ﾗ2�不登校 價ﾙ;b韈�支,B�進路.適性 ����ﾈｭhﾅr�その他 佗b�

幼児 �&｢� �� �� ��○ 

女 �� �� �� ���

小学生 �&｢� 澱� �� ��6 

女 ��6 �"� �� 唐�

中学生 �&｢� �3"�2 �� ��34 

女 ��18 �"� �� �#��

高校生 �&｢� �"� �� ��2 

女 ��1 �� �� ���

少年 �&｢� �� �� ��0 

女 ��1 �� �� ���

一般成人 �&｢� �� �� ��○ 

女 �� �� �� ��ｲ�

計 �&｢�0 鼎��2 ���○ ��ｲ�42 

女 ��ｲ�26 釘�0 唸�ｲ�○ �3��

男女合計 �0 田b�6 ���○ ���72 

5　4･5･6月の相談回数

(72件の相談延べ国数)

面接 囘ｹn"�計_ 

男 ��CR�13 ��S��

女 鉄��2 田��

計 �#�2�1_5 �#���

6　相談指導学級の様子

本年度は通級者1人(中学2年

隻)で開級しましたが､すぐに2

人(どちらも中学2年生)が体験

入級､仮通級を行い､現在は3人

が本通級しています｡

学級では､基本的に午前中は学習活動を2コマ､午

後はふれあいのためのフリータイムと学習活動1コマ

という日課になっています｡各人が自分でたてた計画

に沿って学習していますo毎週木曜日は体験活動のE]として､ハイキングや創作活動､調理実習､

農園体験などを行っています｡どの活動でも､充実感･達成感等を十分に味わうことができます｡

また､昨年度から自然の家の農園と併せて屋上でプランター菜園を作り､トマト､イチユトウ

モロコシ､スイカなど様々な野菜を育てています｡種まき､水やり､芽かきなど､作物の世話をし

ながら土に触れたり植物の様子を観察したりして､成長や収穫の喜びが感じら

れる取組みをしています｡今年はイチゴが30個くらい収穫でき､みんなで分

けて食べました｡

学校復帰をめざして､高原教室などの学校行事への準備や参加を積極的に行

っている通級者もいます｡
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電話相談
◎非行.不登校.発達.進路.対人関係など青少年 
に関する相談○ 

◎相談時間: 

午前10時～午後7時月～金曜日(祝祭田を除く) 

◎愛称:やまびこ電話951-7330 

平成29年4･5･6月の状況

4月には390件､ 5月には472件､ 6月には472件の相談が寄せられました｡

(前年4月:334件､前年5月:230件､前年6月: 152件)

1　4･5･6月の相談状況

相談内容別件数

0　　　　　200　　　　　400　　　　　600　　　　　800

2　平成29年度の電話相談受信件数状況

総件数　1,334件(前年同期716件)

(1)相談内容別

相談対象者別件数

ノ非行 儻96�｢�発達. ��ｲ�進曙.適性 ����ﾈｭhﾅr�学校生活 冢(ﾘx+��ﾂ�無言 

件数 ���1 ��B�6 ���8 �2�713 鉄ヲ�

(2)相談対象者別

乳幼児 傅ﾈｧy�b�中学生 俘(ﾕｩ�b�少年 ��Xｧy�ｩnY�b�-般成人 儻9k��

件数 ���7 釘�10 ���0 都#��592 
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私なLJの甫導活動.

女性補導委員　上杉輝美

女性補導委員を委嘱されて3年が経ちました｡仲兄世商店街･イ-ラd e ･ステーションビル･

駅のホーム･ B i > i内などを廻っていきます0　月曜日の午前中の活動であるため､文化祭や体育

祭･授業参観などの代休で遊びに来ている子供たちに声をかける事が多いです｡

ゲームセンターでの声かけは緊張します｡児童であれば気軽に声をかけられるのですが､自分よ

り20センチメートル以上も背の高い学生に声をかける時は､ちょっと構えてしまいます｡

｢こんにちは｡今日は学校休み?｣とドキドキしながら声をかけると､にこやかに､そして素直

に答えてくれます｡それが､たとえ場馴れした態度であったとしてもホッとしてしまいます｡ ｢危

ないところには近寄らずに､気をつけて早めに帰ってね｡｣と言い､その場を離れます｡振り返っ

て見ると､その学生は友達に｢声かけられちゃったあ｡｣と笑いながら話していました｡

｢これでいいのだ｡｣補導のおばちゃんがいることをアピールできたと自己満足します｡

理不尽な事件や事故が毎日のように報道されている昨今､ ｢当たり前は､当たり前ではないんだ

な｡｣､そして､ ｢日々同じように､普通に生活できることが､どんなに幸せでありがたいことなの

か｡｣と感ずるようになってきました｡朝､元気に出かけて行ったのに戻ってこない･ ･ ･｡考え

ただけでも胸が締めつけられます｡

私の補導活動での声かけは､非行防止と言うより子供たちに無事に帰

宅してもらうためのお手伝いであると思っています｡補導委員としてま

だまだではありますが､これからも子供たらに温かく接することを心が

けていきたいと思います｡

1　少年補導委員の延べ参加人数(4･5･6月)

市職員 仆8蹴�女性 補導委員 竸ｩ�R�^);�効蹴�地区代表 補導委員 ��地区 補導委員 ��ﾙ�B�萱茎虫 ココ■て 

4月 途�7 途�○ 湯�0 �##r�257 

5月 釘�9 釘�4 ��ｲ�0 �#釘�315 

6月 ����1､0 售��3 �#��1 �33��391 

2　補導回数･補導状況(4･5･6月)

補導回数 劔注意..指導 愛の声かけ 倬hﾎ8轌;���

午前 佻�2�夜間 佗b�乂xﾕ｢��Y9�-i��xﾒ�他機関へ連絡 

4月 釘�15 �#r�46 �#���0 ���

5月 �"�8 �3R�45_ �##��0 ���

6月 釘�10 鼎��54 �332�0 ��ｲ�

3　補導活動(4月からの累計)

補導回数 �H-r�����^);�効什�B�注意.指導 愛の声力ヽけ 倬hﾎ8轌;��
学校.親等へ連絡 ��ﾈｴ�ｭh-i��xﾒ�

145 涛c2�772 ��ｲ�○ 
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4　4･5･6月の街頭補導少年の学識別状況(中央･地区別補導)

5月に新しい委員を迎えて､本年度の補導活動がスタートしました｡照
る日､凍える日もあるかと思われますが､少年への温かい声かけをどうぞ
よろしくお願いいたします｡
昨年度の同時期と比べ､夜間はいかいや不良交友の件数は減りましたが､
ゲームセンターへの入場件数は大幅に増え､危倶される状況にあります｡

学識別 剞ｫ 別 傅ﾂ�中 俘"�そ �r�無 佗b�累田 

学 乂r�校 �,ﾂ��ﾂ�職 ��R�佇��|ﾘ�"�

区一分 劔刳w 傅ﾒ�少 凾� 

生 ��b�生 ��b�年 僖��佗h,ﾂ�

行 為 種 別 �假��男 �� �� �� ���10 

女 �� �� �� ����ｲ�0 

喫-倭 �&｢� �� ��1 ��1 ����

女 �� �� �� ���0 

薬物乱用 �&｢� �� �� ��0 ���
女 �� �� �� ���0 

夜間はいかい �&｢� ��6 �� ��6 澱�
女 �� ��� �� ���1 

不良交友 �&｢� �� �� ��○ ���
女 �� �� �� ���○ 

怠学.怠業 ��&｢� �� �� ��○ ���
女 �� �� �� ���0 

ゲームセンター入場 �&｢�7 ��"�70 �� ��89 塔��
女. �2�8 鼎B� �� 鉄R�55 

パチンコ店入場 �&｢� �� �� ��0 ��ｲ�
女 �� �� �� ��ｲ�0 

カラオケ店入場 �&｣�� �� �� ��0 ���
女 �� �� �� ���0 

自転車の暴走行為 �&｢� �� �� ��○ ���
女 �� �� �� ��ｲ�○ 

自転車の二人乗り �&｢� �� �� ��0 ��ﾒ�
女 �� �� �� ���○ 

･自転車の無灯火 �&｢� ��6 ��1 ��7 途�

女 �� ��� �� ���1 

危険な遊び �&｢�3- 釘� �� ��-7 途�
女 ��2 �� �� �"�2 

その他 �&｢�3 ���5 �� �"�ll 免ﾂ�
女 ��15 ��� ��1 ��rﾒ�17 

計 剪j ��2�17 塔r�0 �"�2 ��#��121 
女. �2�25 鼎r�○ ���1 都b�76 

男女合計 剴�b�42 ��3B�0 �"�3 ��途�197 

事 徳 描 導 �i.ｲ隗xﾕ｢��X�ｨ-i��xﾒ�男 �� �� �� 薬�0 

女 �� �� �� ��ｲ�○ 

他機関へ連絡 �&｢� �� �� ��0 �"�
女 �� �� �� ���○ 

男女合計､ 剴��○ ��ｲ�0 ���0 ���_○ 

愛の声かけ運動 �&｢�169 鼎��95 ��1 ��313 �3�2�
女 ��S��40 田B�1 ��� �#cB�264 

男女合.計 �327 塔��159 ���2 ��ｲ�577 鉄sr�



生溝用兵世等の子どもの苧7支捷

-^GAgmノ密事膚で学ぎゃ題学/i-不安a)`参a中学生へLZ),##学ぎ教穿LZ)ノ野j管-

市では､ひとり親家庭､生活にお困りの世帯などの中学生を対象にした学習支援教室を
市内2か所に開講しています｡中学生の日々の学習の場･ともに学ぶ友達との居場所とし
て利用できます｡

☆募集内容☆

(:夏亘参　歪容等岩屋遠望家庭､生活困窮世帯､生活保護世帯などの中学1-3年生

(亙釘　雫謂芸塁等墓荏貼左rtG芸胃書写竺讐雪雪なども開催)

※子どもの学習･進学に関する保護者の相談にも対応

(重訂　8歪駅麗鮎戸手町)竃還貝呂芸呂:剰芸呂]謂=≦椅
(どちらも2時間程度)

申込方法沼津市自立相談支援センターにお問い合わせくださいo 

沼津市自立相談支援センター(沼津市日の出町1-15サンウ工~ルぬまつ2F) 
TEL055-922-1620 

沼津市自立相談支援センターでは､生活困窮者自立支援法に基づき､借金等経 
済的な問題を抱えている､子どもの引きこもりで悩んでいる､働いた経験がない 
等､様々な相談を受け､中学生に対する学習支援に限らず､相談者の抱える多様 
な問題に対し最適な支援サービスへとつなげていますC 

(学習支援は(樵)東海道シグマが受託実施) 

青少年教育センターの活動予定(8･9･10月の主な活動)

相談指導学級 

8月31日(木) 僞���ﾈﾋ��
9月7日(木) �6�484ﾈ984�J�ﾚ｢��
14日(木) 僞���ﾈﾋ��
21日(木)■ ��鞐ﾈｨ�:��
28[∃(木) �+)yﾙ�ﾈﾋ��

10月5日(木) �$�=�ﾙ?ｸﾔ��ｨﾊ乂r�
12日(木) 僞���ﾈﾋ��
19日(木) ��鞐ﾈｨ�:��
26日(木) �+)yﾙ�ﾈﾋ��

青少年健全育成

シンボルマーク

※天候による変更あり

はばたき活動 

9月13日(水) 俾��)�ﾈﾋ�(ﾋ兌ｨ���ﾉ%Hﾉ�2�
28日(木) ��c8��6�8H8ﾈ8�99�X橙�

10月5日(木) 冢ﾈ､��ﾈﾋ�)nﾈ､��ﾘｻ8�2�
25日(水) 倆�檍怦ﾊ乂z(�)(h�倩5�x丁2�

補導関係 

9月8日(金) 竸);�効醜檠�9Uﾈ�(檍t"�

Wa E)チビ朗曙Pi多
青少年健全育成都市宣言(昭和55年)

あいさつで �-�.ｸ*ｩkﾈ芥,ﾂ2�磨.好の# 

青少年を優しく温かい心で包み込むという思いから､右側は笑顔､
左側は手のひら､全体はハート(也)を表しています｡
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